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　公共施設の指定管理者制度に基づき、地区公民館の運営を各地域のまちづくり協議会
などへ委託してから3年が経過しようとしています。各地区では現在、その地域の特色
を生かした、住民の皆さん自らが中心となった新たな公民館活動を展開しています。
社会教育通信では、各地区の公民館活動の「今」をご紹介します。今回は斎川公民館です。

「きずなを強める・深める」まちづくり　斎　川
≪重点事業:さい遊館（さい川子ども居場所づくり）・馬牛沼産直センターの支援≫

活 動 の 目 標

体 　 制 　 づ 　 く 　 り
　斎川公民館は、自治会、民生委員会など地域に関係する各種団
体の代表者などで組織する「斎川まちづくり協議会」が運営してい
ます。協議会には役員が15名おり、地域住民のいろいろな要望を
聞きながら、公民館でサポートしています。課題が山積しています
が、まず「無理なく無駄なく」ということをモットーに、活動していま
す。
　まちづくり協議会は22の諸団体で構成しています。今までそれ
ぞれに活動していた団体を、ネットワークづくりと協働体制をつく
り一つの仕事をやるという意識を持ってもらうため、6年前から各

団体に呼び掛けていました。
　初めは、「自分たちのエリアが犯され、行動範囲が小さくなる」、
「自主的な運営ができなくなる」というような不安が諸団体にあっ
たようです。しかし「この地域をどうするのか」、「各団体が持ってい
る能力をどう活用できるか」ということを私たちは考えていかなく
てはならないと考え、意識付けを常に行いました。そのことが、ま
ちづくり協議会としてこの指定管理者を受けた時に、大きな軌道
修正もなく受け皿となれた理由であると考えます。

特色ある事業

●さい遊館（さい川子ども居場所づくり）
　斎川小学校の全児童を対象に、さい川子ども居場所づくり「さい
遊館」を継続して行っています。心豊かでたくましい子どもを地域
全体ではぐくむため、学校の余裕教室や体育館、校庭、公民館など
を活用して、安全で安心な子どもたちの活動拠点としています。指
導員や協力員には約30名の地域の皆さんが参加し、放課後にお
ける遊び場の安全管理や指導を行っています｡
　活動は週2回程度で、放課後の遊び場のほかに、週末には地域
の皆さんと一緒にソフトボールやサッカーなどを行い、交流の場と
なっています。

●馬牛沼産直センターの運営支援
　馬牛沼パーキングにあったラーメン店を市から借り受け、既存の
建物を改装して地場産野菜などの直売所として「馬牛沼産直セン
ター」を開設しました。
　地域で農産物を栽培する高齢者の皆さんが、農産物の直売所を
開設することで生きがいを感じ、今まで以上に元気に働き続けられ
る環境づくりを目標としています。
　店内には、農産物のほか梅干しや漬物、中斎川で加工場を持つ
白石陽光園のかりん糖、豆腐などの商品が並べられています。
　運営が軌道に乗り、安全でおいしい農産物を求めている顔なじ
みのお客さまも増えました。また、販売結果から生産者それぞれが
分析を行っているほ
か、ほかの直売所の視
察、新米まつりやころ
柿など冬の産物に限
定した宅配サービス
（冬のたより）の企画な
ど、地域の皆さんのア
イデアであふれていま
す。
　営業は、火・木・土・日
曜日の週4日で10時
から17時までです。

　活動の目標を達成するために、「さい遊館（さい川子ども居場所づくり）」、「馬牛沼産直センターの運営
支援（運営主体：斎川馬牛沼産直センターの会）」の2つの事業を重点にさまざまな事業を展開しています。

問斎川公民館　025-2701　424-4304

これからの取り組み
　これまで19の地域づくり事業と8つの学校との協働事業を行っ
てきました。
　自分たちで、人や自然などの地域資源を掘り起こせば、お金がな
くてもできる協力体制が生まれてくるのだと思っています。私たち
は、あまりにも豊かな社会に慣れ過ぎたと思います。だからこそ、こ
れからほど良い貧乏を経験していくことが大事だと思います。職員
をはじめ、管理者、すべての人たちが自信と誇りという「心意気」を

持って進んでいけば、なんとかなると思います。
　指定管理者制度が発足して3年、皆さんのご協力のおかげで、事
業を進めてくることができました。“おかげさまで”の感謝の一言で
す。とりわけ、「子どもたちの笑顔」と「地場産品の好調な販売」の２
つの目玉事業で、順調にまちづくり活動が進展しています。
　さらにより良い活動を行うため、市民の皆さんのアイデア、ご意
見をお待ちしています。

▲地域の団体の皆さんとプランターで花の植栽を行う子ども
たち（クリーン活動）

▲お客さまでにぎわう「直売センター」
　（毎年10月開催の「新米まつり」）
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インフルエンザ 風　邪

感染力 人から人へ急速
に広がる。

だらだらと広が
ることが多い。

症　状

高熱（38～40℃）、
悪寒、けん怠感
などの全身症状
を伴う。鼻、の
どなどに症状も
出る。

主に鼻、のどな
どに症状が現
れ、発熱を伴う
こともある。

経　過 急激な高熱で発
症する。

ゆっくりと経過
する。

み
ん
な
で

み
ん
な
で
支支
え
よ
う

え
よ
う
地
域
医
療

地
域
医
療

〜
仙
南
地
域
医
療
対
策
委
員
会
・
白
石
市
医
師
会
・
白
石
市
〜

〜
仙
南
地
域
医
療
対
策
委
員
会
・
白
石
市
医
師
会
・
白
石
市
〜

医療機関の利用の仕方

発　症

開業医（かかりつけ医）でまず初期診療を

開業医（かかりつけ医）から
症状に応じて医療機関を紹介します。

【命にかかわる場合】命の危機にひんしている患者さん
●東北大学病院　高度救命救急センター
●仙台医療センター　救急救命センター
●仙台市立病院　救急救命センター
●大崎市民病院　救急救命センター

【重傷の場合】入院や手術が必要な患者さん
●公立刈田綜合病院
●みやぎ県南中核病院

【かかりつけ医で不足の場合】中等症の患者さん
一般の病院など
●圏域の医療機関


